
















Behavior and Conversation of the Guests in Old Japanese-style Guest Houses










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スタッフ男 女 20～30代 40代～ その他 国内 国外 人数 内訳
Ｋ ４泊 57 30 27 45 9 3 57 51 27 5，4×3，2×5 5 8
Ｈ ４泊 30 15 15 8 20 2 29 4 23 10，7，4，2 12 3 8
Ｉ ６泊 42 20 22 36 5 1 36 6 8 21 5，3×2，2×5 4 8 19
Ｔ
３泊 26 19 7 24 2 25 1 12 4 2×2 9 5
１泊 20 16 4 20 20 4 16 5 2
Ｊ ５泊 39 6 33 37 1 1 34 5 4 27 4，3，2×10 2 1 10
Ｙ ２泊 30 12 18 27 3 16 14 10 16 3×2，2×5 7 2
Ｍ ３泊 36 21 15 33 3 36 8 22 6，2×8 7 23 19
Ｄ ３泊 41 20 21 41 38 3 4 11 4，3，2×2 5 10 6































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































泊 ～ 泊 泊以上
図3‒3‒1　今回の宿泊数








はじめて ～ 回 回以上
図3‒3‒2　当宿の利用回数














































































































































あった まああった あまりなかった なかった
図3‒3‒6　地域の人との交流の有無
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図3‒3‒7　地域の人といつ交流したか
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あり，素泊まりで，入浴設備が簡易であることなどが，近隣の飲食店や銭湯利用など，地
域との関わりを生んでいることがわかった。
　宿泊者やオーナー・スタッフ，地域の人などと交流してよかったことでは，「地域の見
どころ・食事処」などの観光情報の取得が各々２割～４割あることは，観光拠点としての
宿らしい評価であるといえるが，加えて，「仲良くなれた」が61.5％，「いろいろな考え方
と出会えた」が59.2％と多いことも注目される（図3‒3‒8）。観察調査の結果にもあったよ
うに，仕事や趣味，家族，悩み事など，様々な会話が交わされていることの反映であると
考えられる。
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図3‒3‒8　宿泊者や地域の人と交流してよかったこと
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古民家ゲストハウスにおける宿泊者の行動と会話内容
3.4　交流状況に着目した宿の分類
　宿泊者等の行動や会話内容を調べた結果，交流の状況は一様ではなく，宿の立地，オー
ナーの特性，食事形態などによって異なっていることがわかった。交流状況からみると，
今回対象とした宿は，概ね，次の５つのタイプに分類することができる。
　①　観光地ではない山村に立地する宿：観光地ではないことから，山村への訪問と，宿
泊者との交流そのものが宿泊の目的となっている宿と考えられ，連泊，共同行動，共食な
どを通して多彩な交流が生まれていることが特徴である。会話内容でも，「日常的話題」
や，「作った料理」「旅の話」の他に，「家族」「仕事」「人生観」「趣味」なども多く，会話
が多岐にわたっている。
　②　同じく山村に立地する民宿的な宿：家族やグループでの利用が多く，薪風呂，釜戸
焚きご飯など昔ながらの暮らしを楽しめる宿であるが，朝夕の食事時に，家族等を越えた
交流がみられることが特徴である。会話内容では，「日常的話題」が多いが，「人生観」
「仕事」「趣味」などの生き方に関する話題や，「旅の話」など旅関連の会話も交わされて
いる。
　③　宿場町に立地する宿：東海道の宿場町に立地し，バイクや自転車，徒歩等による旅
好きの人々が集い，旅好きのオーナー家族とともに，夕食時（連泊の場合は朝食，昼食も
含め）に，様々な旅の話などで交流していることが特徴である。
　④　オーナーが地元出身者である宿：オーナーが地元出身であることから，夕食時や，
夕食後の飲酒時に，オーナーの友人知人や地域の人々が宿を訪れ，宿泊者と地域の人との
交流が生まれていることが特徴である。会話内容でも，「日常的話題」などの他に，「地域
の見どころ」「地域の食事処」など，地域の話題が多い。
　⑤　観光地の宿：交流よりも観光を主目的とする国内外からの宿泊者が多いことが特徴
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である。２段ベッドに備えられたカーテンを閉め，個人のスペースで，ゆっくり時間を過
ごす人が多い。朝食を選択できる宿では，朝食時に，「旅の話」「地域の見どころ」などの
旅に関する会話が交わされている。
４．ま と め
　古民家ゲストハウスを対象に，宿泊者等の交流状況に着目して，観察調査およびアン
ケート調査を行い，宿泊者の行動および会話内容を捉えた結果，宿の立地やオーナーの特
性，食事などによって交流状況は異なり，①観光地ではない山村に立地する宿：宿泊者の
多彩な交流の場，②同じく山村に立地する民宿的な宿：家族やグループを越えた交流の
場，③宿場町に立地する宿：バイク等による旅好きの人々の交流の場，④オーナーが地元
出身者である宿：宿泊者と地域の人との交流の場，⑤観光地の宿：交流よりも観光の拠点
となっていることがわかった。
　交流してよかったことへの回答として，「地域の見どころ・食事処」などの観光情報の
取得に加えて，「仲良くなれた」「いろいろな考え方と出会えた」が多いことは，生き方や
人生観，仕事や趣味，家族といった多彩な会話が交わされていることの反映であると考え
られる。
謝辞　本研究の調査にご協力いただきました皆様に深く感謝申し上げます。
参考文献
林幸史，藤原武 2015：旅行者が交差する場としてのゲストハウス──交流型ツーリズムの社会
心理学的研究，関西学院大学社会学部紀要 (120)，79‒87
石川美澄 2012：地域社会における小規模宿泊施設の役割に関する一考察──長野市善光寺門前
のゲストハウスのイベントを事例として，生活學論叢（20)，95‒102
石川美澄，山村高淑 2014：国内における宿泊施設型ゲストハウスの経営と利用の実態に関する
研究，都市計画論文集49（2)，140‒145
片桐由希子，梶山桃子，東秀紀 2015：都市部の簡易宿所型ゲストハウスにおける交流機能に関
する研究，観光科学研究（8)，61‒69
小林祐太，森永良丙 2015：地域に開かれた宿泊型ゲストハウスの実態と可能性に関する研究，
日本建築学会大会学術講演慷慨集2015，191‒192
松原小夜子 2016：都道府県別にみた宿泊型ゲストハウスの開業実態，椙山女学園大学研究論集 
自然科学篇 （47)， 95‒107
長田浩幸，横山俊祐，徳尾野徹 2015：宿泊施設型ゲストハウスと地域との連関に関する研究，
日本建築学会大会学術講演慷慨集2015，911‒912
澤田彩希，岡絵理子 2012：都市型短期滞在型ゲストハウスの地域まちづくりの可能性に関する
一考察，都市計画学会関西支部研究発表会2012
